
【出演】
アンサンブル・ウィーン＝ベルリン（木管五重奏）
Ensemble Wien-Berlin, Wind quintet

ジョナサン・ケリー（オーボエ）
Jonathan Kelly, Oboe
リヒャルト・ガラー（ファゴット）
Richard Galler, Bassoon

©青柳 聡

2 アンサンブル・ウィーン＝ベルリン

東京文化会館 小ホール
Tokyo Bunka Kaikan Recital Hall10月4日　　19:00

～ウィーンとベルリンから、ヴィルトゥオーゾ集結～

S 5,400円  A 4,320円  B 2,700円  25歳以下 1,080円 ※要証明書
S 5,500円  A 4,400円  B 2,750円  25歳以下 1,100円 ※要証明書

お申込み【5/11（土）発売】全席指定・税込

イープラス
ローソンチケット
チケットぴあ

eplus.jp/t-bunka/
0570-000-407   l-tike.com
0570-02-9999   t.pia.jp

03-5685-0650  t-bunka.jp
東京文化会館チケットサービス9/30まで購入（消費税8%）

10/1以降購入（消費税10%）
※2019年10月1日に予定されている消費税率の改正が実施された場合の金額。
※B席・25歳以下席は東京文化会館チケットサービスのみ取り扱い。※都合により曲目等、変更の可能性がございますのでご了承ください。
※未就学児の入場はご遠慮ください。※託児サービス（要予約・有料・9/27（金）17時締切・定員あり）があります。イベント託児・マザーズ 0120-788-222

｜金｜
｜Fri｜ Start（18:30 Open）

開演（18:30開場）

カール＝ハインツ・シュッツ（フルート）
Karl-Heinz Schütz, Flute
アンドレアス・オッテンザマー（クラリネット）
Andreas Ottensamer, Clarinet
シュテファン・ドール（ホルン）
Stefan Dohr, Horn

【曲目】
■モーツァルト ： オペラ『コジ・ファン・トゥッテ』より
　Mozart: Excerpts from “Cosi fan tutte”
■クルークハルト ： 木管五重奏曲 Op.79
　Klughardt: Wind Quintet Op. 79
■イベール ： 3つの小品
　Ibert: 3 pieces for Wind Quintet
■モーツァルト ： 五重奏曲 ハ短調（セレナード第12番 K.388 と 五重奏曲 K.406 より）（モルデハイ・レヒトマン編）
　Mozart: Quintet C minor from Serenade K.388 and K.406 (arr. Mordechai Rechtmann)

2019年
（令和元年）

主催 ： 東京都／東京文化会館・アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）　助成 ： 
お問合せ ： 東京文化会館 事業係 03-3828-2111（代表）　www.t-bunka.jp
　　　　　   @tbunka_official

文化庁文化芸術振興費補助金
（劇場･音楽堂等機能強化推進事業）
独立行政法人日本芸術文化振興会



2 アンサンブル・ウィーン＝ベルリン

世界的な芸術文化都市東京として、音楽文化の活性化を目指し、「創造性」と「参加性」を柱とした多様
な事業を年間を通して一体的に展開する音楽プログラムです。クラシック音楽を基軸にしつつ、様々な分
野のアーティストや文化施設等と連携して多彩なコンサートを実施する《Enjoy Concerts!》、海外の教育
普及機関などと連携した《Workshop Workshop!》、そのほかの教育普及プログラムを《Music Education 
Program》として開催することで、東京の音楽文化に刺激を与え、世界に向け発信していきます。

Music Program TOKYO

出演
パスカル・ロジェ（ピアノ）
曲目
サティ ： ジムノペディ 第1番
　　　 グノシエンヌ 第3番
ラヴェル ： ソナチネ
プーランク ： ナゼールの夜会
ドビュッシー ： 前奏曲集より

1983年にウィーン・フィルとベルリン・フィルの首席奏者5人、シュルツ（Fl）、シェレンベルガー（Ob）、ラ
イスター（Cl）、トルコヴィッチ（Fg）、ヘーグナー（Hr）によって設立され、「スーパーアンサンブルの誕
生」と熱狂的な喝采をもって世界中の音楽界から迎えられた。以来、メンバーを徐 に々変更しなが
ら活動を続けてきたが、2013年に30周年を迎えたのを機に、最後の創立メンバーであったシェレン
ベルガーが引退。完全に若返る形で、新生アンサンブル・ウィーン＝ベルリンとして新たな船出をし
た。現メンバーは、カール＝ハインツ・シュッツ(Fl. ウィーン・フィル）、ジョナサン・ケリー（Ob. ベルリン・フィ
ル）、アンドレアス・オッテンザマー（Cl. ベルリン・フィル)、リヒャルト・ガラー（Fg. ウィーン響）、シュテファ
ン・ドール（Hr. ベルリン・フィル）。2015年7月、2017年9月～10月に日本ツアーを行い、いずれも大成功
を収めた。新しい感性と卓越したテクニックで、これまでにない更なるレパートリーの拡大にも力を注
ぎ、木管五重奏の新境地を開拓している。
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9月26日（木）19:00開演 
パスカル・ロジェ 
～フレンチ・ピアニズムの名匠～

出演
秋吉敏子（ピアノ）
曲目
当日発表
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　これが世界に冠たる木管五重奏だ。早くも満場の喝采が聴こえてくるかのよう。
　ベルリン・フィル、ウィーン・フィル、ウィーン響のトップメンバーが勢揃い。音楽ファン
憧れの〈アンサンブル・ウィーン＝ベルリン〉が、思わずほほ緩む名曲を携え、東京文化
会館小ホールのステージに立つ。　
　結成から36年。メンバーは変わったが、モーツァルトのオペラの調べも近代フランス
音楽もお任せあれの美学は変わらない。
　2年ぶりのツアー。ワーグナーやリストの響きを内包した19世紀ドイツ・ロマン派の
名匠アウグスト・クルークハルト（1847～1902）の木管五重奏曲に胸ときめく。
「木五」の世界では知られたオリジナル・ナンバーだが、オーケストラ好きやオペラ好き
も夢中になる。洒脱なメロディが舞うイベールの「3つの小品」（1930）もメインディッ
シュで、変幻する楽の音も練達の名手たちのアイコンタクトも客席の喜びだ。
　モーツァルトのセレナード（五重奏曲）を仲立ちとしたカール＝ハインツ・シュッツ、
ジョナサン・ケリー、アンドレアス・オッテンザマー、リヒャルト・ガラー、シュテファン・
ドールの妙技もライヴの華となる。セレナードは先代たちの十八番でもあった。
　今をときめく木管の達人たち、ようこそプラチナ・シリーズへ。

アンサンブル・ウィーン＝ベルリン（木管五重奏）
Ensemble Wien-Berlin, Wind quintet

©Karlinsky

©武藤 章

秋吉敏子
～90th Anniversary Live! ～

11月8日（金）19:00開演 

出演
ベルリン･フィルハーモニー･
ピアノ四重奏団
曲目
エルフマン ： ピアノ四重奏曲
シューマン ： ピアノ四重奏曲 変ホ長調
　　　　   Op. 47
ブラームス ： ピアノ四重奏曲 第1番 
　　　  　  ト短調 Op. 25

ベルリン･フィルハーモニー･ピアノ四重奏団
～伝統の室内楽アンサンブル～

1月24日（金）19:00開演 

出演
鈴木大介（ギター）
ゲスト ： 渡辺香津美（ギター）　
曲目
武満 徹 ： 森のなかで
西村 朗 ： 委嘱新作初演
池辺晋一郎 ： ギターは耐え、そして希望し続ける
武満 徹 ： どですかでん
渡辺香津美 ： 委嘱新作初演　他

鈴木大介  ゲスト ： 渡辺香津美
～HAPPY BIRTHDAY to / from ミスター・ギタリスト～

12月18日（水）19:00開演 

【5/11（土）発売】全席指定・税込
▶9/30まで購入（消費税8%） S 5,400円　A 4,320円　B 2,700円
　　　　　　　　　　　　  25歳以下 1,080円 ※要証明書
▶10/1以降購入（消費税10%） S 5,500円　A 4,400円　B 2,750円
　　　　　　　　　　　　  25歳以下 1,100円 ※要証明書
※2019年10月1日に予定されている消費税率の改正が実施された場合の金額。

奥田佳道（音楽評論家）

2020年
（令和2年）


